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編集
後記

　最近，新設された深夜羽田国際空港発の直通便を利
用して米国ロサンゼルスへ行ってきました。東大医科
研の中村祐輔教授に同行しまして，「がんペプチドワク
チン療法」に関する講演が目的です。UCLA の deKar-
nion 教授とは，ほぼ毎年，AUA などでお会いしている
のですが，大学を訪問するのは 6 年ぶりになります。
　着いた翌日は午前 9 時に UCLA 医学部に向かい，泌
尿器科のある 6 階 Belt Library において，午前中泌尿
器科スタッフ・研究者より UCLA での研究概容の説
明を受け，がん治療に関して意見交換をしました。正
午に講義室に移動し，JCCC lecture「From cancer 
genome to development of therapeutic cancer vaccine：
lesson from clinical translational research of more than 
1,300 cases of various cancer types」の講演をしました。
その後，別棟の研究室に移動し，昼食をとりながらの
意見交換の後，新病院の見学，さらに再び Belt Library 
に戻りスタッフ・研究者との面談と続き，午後 5 時か
ら講義室で Urology grand rounds lecture「Clinical trials 
of novel peptide vaccine therapy for bladder renal and 
prostate cancer in Japan」を講演しました。2 回の講演
は多くの人たちに聴講してもらい，活発な質問・討論
の場とすることができました。
　UCLA では，2005 年に掲載された Rosenberg 博士の
「がんペプチドワクチン療法の有効性」に関する否定的
な論文の影響か，ワクチン療法に関心が低いようでし
たが，2 回の講演後にはその認識に変化が生じたこと
を実感しまた。私どものペプチドワクチンは，網羅的
遺伝子発現解析により選択されたがん細胞増殖に不可

欠な腫瘍特異遺伝子に基づいているもので，抗原性お
よびがん特異性が従来のものより優れており，そのこ
とによる臨床的な有効性と免疫能の誘導が確認できた
という臨床研究の結果の合理性を理解してもらえたと
思いました。その後の泌尿器科関係者の夕食会の席で
も質問攻めにあい，長い有意義な 1 日となりました。
また，小生は，「いつかは自分のデータで Urology grand 
round lecture をしたい」という UCLA 留学時の夢が 
30 年越しでかなった至福の 1 日でした。
　ウェストウッド滞在 3 日目の深夜に再び空路帰途
につきました。そんなわけで，朦朧とした「時差ぼけ」
のなか編集記を書いているわけで，焦点のずれをご容
赦下さい。
　さて，今月号の綜説は東邦大学医療センター佐倉病
院の鈴木敬悦教授による「ホルモン感受性を考慮した，
去勢抵抗性前立腺癌（CRPC）の治療戦略」です。再
燃癌と CRPC の用語の使い分け，ホルモン感受性を意
識した MAB 療法再燃後の取り扱い，2 次ホルモン療
法，ドセタキセルによる化学療法，骨転移対策，薬物
療法使用手順の考え方，さらに今後の展望と広範な内
容の論文です。「手術手技：指導的助手からみた泌尿器
科手術のポイント」は，腎部分切除術で，開腹術に加
えマイクロ波組織凝固装置の使用についての解説で
す。好評のセミナーは「精巣腫瘍と PET 検査」で，
簡潔・明瞭で貴重な情報です。その他，原著が 3 編，
症例が 2 編，いすれも力作です。 （藤岡知昭）
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